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令和６年７月１０日

城北地区
地域活動・町内会運営「実態調査」

《集計結果》

令和６年７月５日実施
【目的】
調査結果を、城北地区内の地域活動の持続可能な運営について、『事業の棚

卸連携協議会』で協議するための資料とします。

〈基礎情報〉



- 2 -

問い１ 町内会役員の選出方法についてお聞きします。

①選出方法
１．選挙（自薦・他薦）
２．予め、役員になることへの内諾を得た上で推薦する「執行部提案制」
３．1年ごとにブロックに分けて選出する「ローテーション制」（輪番制）
４．複数年ごとにブロックに分けて選出する「ローテーション制」
５．くじ引き
６．その他（ ）

■「ローテーション制」（輪番制）等の課
題を、解決する工夫。

・引き継ぎを徹底する。
・副会長を１年経験した者が２年目に会
長になる。

・退任した会長が、監事となり補佐する。
・７５歳から降順に町内会長となる。

問い２ 町内会の通常総会についてお聞きします。

①通常総会への会員世帯からの代表者の数

②町内会の通常総会に、どの程度出席者がありますか。
１．委任状がほとんどで、ほぼ役員だけが出席している
２．１～２割の会員世帯が ３．３～５割の会員世帯
４．５割を超える会員世帯 ５．規約や規定で役員だけ
６．コロナ禍をきっかけに、書面開催としている ７．その他

通常総会代表者数

1 2

１世帯 １人

複数
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問い３ 城北地区の各種団体組織が主催する事業（イベント等）について町内
会員の参加状況を、お聞きします。
次の中から、あてはまるものの番号に３つ以内で○をつけてください。

①「運動会等」、町内単位での参加（人集め）状況
１．ほぼ役員世帯が中心 ２．１～２割の会員世帯
３．３～５割の会員世帯 ４．５割を超える会員世帯
５．参加する意義に賛同する会員が少なく、参加者集めに苦慮する
６．多忙な会員が多く、参加者集めに苦慮する
７．合理的配慮（高齢者・障害者等）をした種目であれば、 ８．その他

②不特定多数の住民に呼びかける「文化祭・納涼祭」等への参加状況
１．ほぼ役員世帯・家族が中心 ２．１～２割の会員世帯
３．３～５割の会員世帯 ４．５割を超える会員世帯
５．参加する意義（人間関係づくり等）に賛同する会員世帯のみ参加している
６．興味のある事業（イベント等）にのみ会員世帯が参加している
７．合理的配慮（高齢者・障害者等）あれば参加したい ８．その他

③「春の一斉清掃」等、身近な環境整備活動等への参加状況
１．ほぼ役員世帯・家族が中心 ２．１～２割の会員世帯
３．３～５割の会員世帯 ４．５割を超える会員世帯
５．参加する意義（地域貢献等）に賛同する会員が少なく、参加者が少ない
６．多忙な会員が多く、参加できない会員が比較的多い ７．その他

④「一時集合場所集合訓練」等、住民の生命を守る活動等への参加状況
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問い４ 町内に情報を発信する上での、困りごとについてお聞きします。
次の中から当てはまるもの全てに○をつけてください。

１．公民館へ配布物等を取りに行く（原則：金曜日）のが負担となっている
２．回覧すべき情報の選択と、班回覧の準備が負担となっている
３．班回覧に時間がかかっている（平均（ 日）くらいかかる）
４．回覧の効果（読まれているかどうか不安）がわからない
５．市からの回覧すべき情報を、未加入者に届けるのに苦慮する
６．デジタル化を図りたいが、会員間に情報格差があり進めにくい
７．その他（ ）

問い５ 地域活動の担い手を増やす取り組みについてお聞きします。
次の中から特に必要と思うものの番号に３つ以内で○をつけてください。

１．町内会役員の役割の透明化（明確化）
２．町内会長（役員）の役割の負担軽減への見直し
３．町内会（役員）と、地域組織との関わりの透明化（明確化）
４．町内会（役員）と、地域組織との関わりへの合理的な負担の見直し
５．地域組織の“活動のマンネリ化”をなくす見直し（魅力的な活動へ）
６．リソース（人・モノ・金・時間）の、選択と集中を図る地域組織全体の見直し
７．役員の活動に応じた報酬
８．多忙な会員も、活動に無理なく関われる仕組みづくりと申し合わせ
９．その他（ ）
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問い６ 町内会の活動を行う上で、課題となっていることをお聞きします。


